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参考 各種調査結果からみた住民等の意識 

 人口・世帯 産業 都市基盤・都市施設 自然・環境・安全 健康・福祉 教育・人材育成 観光・文化 コミュニティ・協働 行政 

住民ア
ンケー
ト 

現状評価 

・7割以上が町内定住
を望むが、20 歳代
では 5割となる。 

・人口減少に対し、5
割が人口維持・増加
策と減少を前提の
施策で意見が拮抗 

 
 

・農業については休耕
地の解消、農産物の
販売向上があげられ
ている 
・商工業についての満
足度は低い。 
・買い物の不便さがあ
げられている 

 

・公共交通機関の利便
性に対する要望が高
い 

 

・自然環境の豊かさ
に対する満足度は
高い 
・安全面での満足度
は高い 

・子育てができる環境
についての満足度は
高い 

・高齢者・障害者が自
立して暮らせる環境
については不満度が
高い。 

・医療サービスについ
ての満足度は低い 

・健康づくりへの取り
組み 

・教育環境に対する満
足度は高い 

・歴史資源や文化財
の活用についての
満足度は高い 
・観光に対する満足
度は低く、まちのよ
さの発信について
も低い 

・良好なコミュニティ
が保たれている 
・新規転入者と従来の
住民間での協働意識
が低い 
・男女共同参画につい
ては不満度が高い 

 
 

・行政への参加意識は
低い。 

取り組み
案 

・地元の雇用の場 
・過疎化対策に老人福
祉対策 

 
 

・商業施設の導入 
・農業での耕地の解
消、農産物の販売向
上 

・町内主要施設を巡る
バス 

・バスの本数増、経路
見直し 

・カーシェアリング 

 ・医療機関の交通利便
性の高い箇所へ配置 

・子育てに対する経済
的負担の軽減 

・小中学校の校舎・空
調設備整備 

 

・史跡を活用したイベ
ント 
・知名度の向上 
・案内施設の整備 

 ・総合計画の成果に対
する評価が必要 

 

職員ア
ンケー
ト 

評
価 

優
れ
て
い
る 

 
 

 ・高速道路の利便性が
高い 
・優れたまちなみがあ
る 
・農地住宅地のバラン
スがよい 

 
○安定した水源があ
る 
○上下水道施設の概
成 
○町域がコンパクト
で施設修繕要望に迅
速に対応できる 

・災害の少なさ 
・騒音や工場排水な
ど公害がない 

 
 
 
 
○クリーンキャン
ペーンに多くの参
加者がある 
○消防団の参加者
が多い 
○府内唯一戸別防
災受信機がある 

・子育ての環境がよい 
・住民を巻き込んだ介
護予防活動 
・高齢者外出支援事業
は周辺市町にはない
独自の取り組み 
・高齢者対策事業に住
民とともに取り組み、
孤独死を防ぐ 

 
○住民の健康意識が高
い 

 
 

・子ども医療助成制度
（中学生を対象） 
・待機児童がゼロ 
 
○専門家との連携に
よる教育課題の取り
組み 
○英検補助、英語教育
の効果的取り組み 

・歴史遺産が多い 
 
 
 
 
 
 
○住民と行政が連携
したイベント 
 

・住民同士の結びつき
が強い 
・愛着がある 
・まちおこし等住民の
協力意欲がある 
 
 
○助け合いの精神が
ある 

・町域が小さく、効率
的に実施しやすい 

・職員と住民の距離が
近い 

 
 
○組織がコンパクト
で動きやすい 
○他自治体と比べる
とアウトソーシン
グが進んでいる 

劣
っ
て
い
る 

 ・商業施設がない 
・企業が少ない 
 
 

・交通の便が悪い 
・狭い道路が多く、危
険 
・坂が多く高齢者に負
担 

 
○水道施設の老朽化、
技術者の減少 
○竹内街道の景観悪
化 

○地球環境問題へ
の取り組み 

・子ども達を遊ばせる
施設がない 

・医療機関の不足、ア
クセス性が悪い 

 
○福祉事務所の機動性
ある対応が困難 

○高齢者虐待の対応が
未整備 

○介護と医療の連携が
未整備 

○図書室の蔵書数の
少なさ 
○体育振興組織が未
整備 
○放課後の居場所づ
くりへの取り組み 
○幼稚園・小学校の
連携 
○家庭での学習環境
の必要性 

・観光施設を生かし切
れていない 

・ＮＰＯ活動が少ない 
 
○町会・自治会加入者
の減少 
 

・人口規模が小さく行
政効率がよくない 
・職員数が少なく住民
サービスが最低限 
 
 

力を入れ
るべき事
業 

・少子化対策 
・ベッドタウン化の
推進（田舎だが便利
なまち） 
・バランスの良い人
口構成を図る 
・空き家対策 

・農業の担い手育成 
・農産物のブランド化 
・農地の再利用（遊休
地対策） 

・商業や企業誘致 
・就業環境の向上 
・高齢者などの買物場
所整備 

・公共交通の充実 
・利用しやすい公共交
通機関 
・既存道路環境の整備
（歩行空間） 
・太子ＩＣ周辺の土地
利用 
・既存施設の転用など
新たな活用方法の検
討 

 ・子育て支援 
・高齢者や子どもだけ
でなく、中年層も利用
できる健康施設整備 

・広域医療の促進 
                                         

・人材育成事業 
・教育環境充実による
定住人口増加策 
 

・観光の継続的取り組
み 
・観光イベント（大阪
芸大との連携） 
・歴史遺産の保全 

・住民マンパワーを活
かせる環境づくり 
・複合コミュニティセ
ンター 
・ボランティアの人材
育成 

 
※協働に関する設問
では「進んでいない」
が上回る 

・広域連携の強化 
・ワンストップによ
る窓口業務 
・縦割り行政からの
脱却 
・専門職員採用によ
る対応 
・自主財源の向上 

ワークショップ結果
を追加 

         

※職員アンケートでの「・」は町全般について、「○」は所轄分野での評価 
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